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「京都丹波 まな Viva！」は、学校と先生を応援する南丹教育局の学びのニュースです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 小学校で新学習指導要領が全面実施となった令和２年度

でしたが、コロナ禍による６月からの学校の再開や学習活動の

制限など、「主体的・対話的で深い学びのある授業」の実践に

向けて、多くの課題と「どう進めていけばよいのか」という先生

方の戸惑いや悩みがありました。 

しかし、「何ができるかを主体的に判断する力」「多様な人々

と協働する力」「新たな価値を創造する力」など、これからの社

会で求められる能力を授業を通じて育成していくためには、教

師自身が「学びをとめない」ことが大切です。各指定校では、

「どんな形ならできるか」を模索し、工夫した取組が進められま

した。 

京都丹波 令和 3年４月７日No.45  

京都府南丹教育局発行   

  

①    

京都丹波の教育推進事業研究指定校の実践研究 

令和２年度京都丹波の教育推進事業では、指定校が自校・園の現状分析の上、課題解決に向け

た研究テーマを掲げ、思考力･判断力･表現力の育成や、学びに向かう力の育成、基盤的学力の確

実な定着に向けて、積極的・主体的に研究実践を進められました。 

各校の実践研究から、校内研究を推進するための組織的な取組や「主体的・対話的で深い学

び」を実現する授業改善の工夫など、大切にしたいポイントをまとめましたので紹介します。新年度

の開始とともに、各校の研究実践も始まります。指定校の実践のポイントをぜひ参考にしてください。 

                    

     
      

        
     

         

        
         

     

    

         

          

          

      

主体的・対話的で深い学びを 

実現する研究指定校 

 

亀岡中学校・詳徳中学校 

園部中学校・蒲生野中学校 

なんたん学びモデル推進校 

 

亀岡市立幼稚園・安詳小学校 

園部小学校・竹野小学校 

八木中学校ブロック 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード１ 「研究推進体制の構築」 

～教職員のベクトルをそろえる～ 
 年度当初の研究会の工夫 

〇年度当初に前年度の授業ビデオを視聴し、「授業スタイル」について、「魅力ある授業

づくり」などテーマを絞り協議する。教師の授業づくりのイメージを共有することができ

るとともに、前年度までの研究実践を次年度につなぐために効果的である。 

〇児童生徒の実態分析や教師の授業分析から、目指す姿に近付けるための具体的手

立てを検討。中心に取り組む単元を考え、計画と見通しを立てる。 

 〇南丹教育局授業づくり「５つの提言」を確認する。 

グループごとの授業研究会の開催 

〇集団で集まることが難しい状況の中でも、「授業を見て学ぶ」機会を保障し、教師間で

互いの授業を見合い、指導力向上に役立てようとする意識を高める。 

   ・同じ日に 2つの授業公開を行い、教職員が半数ずつ参観する。 

 ・校内をいくつかのグループに分け、グループごとに研究授業を行う。 

 ・授業をビデオ録画し、事後研究会で活用する。 

研究推進委員会だよりによる発信～個々の実践を全体に広げるツールとして活用～ 

〇授業づくりへのアンケートを行い、結果を分析して紹介することにより、授業の悩みを共

有するとともに、重点的に取り組む内容を発信する。 

〇各グループで行われた授業研究会の様子や、個々の教師の授業実践を紙面で報告す

ることにより、全体のものにしていく。 

 

 キーワード２ 「単元構成の工夫」 

～児童生徒の主体的な学びを引き出すために～ 

めあての明確化、学習を見通す活動 

○単元全体で付けたい力を明確にし、単元のゴールの姿をもとに単元構想を考える。指導過程（学習課題

の設定、見通しの確認、単元のゴールの掲示等）を工夫する。 

 ○1時間の授業を児童生徒が見通し、学習意欲を高めるための導入を工夫する。 

    ・何について考えたらよいのかが明確なめあての提示。 

・どのような目標に向かって、どのような学習を行うのか、児童生徒がしっかりと意識できるような授業（学 

習活動・場）を設定する。 

単元の学びを生かす 

  〇単元で学んだことや身に付けた力を用い、さらに思考を深めるなど、活用する場面を設定する。 
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話し合う力を伸ばす～学び合う集団の育成～ 

〇傾聴の姿勢の育成。 

〇対話の方法の指導。 

多様な学習形態の工夫 

〇対話を活性化し、思考を深めるための、ツールの活用。 

 ・「思考カード」「ホワイトボード」「ICT機器」の活用。 

「書く」ことの重視 

  〇ノートやワークシートを工夫し、自分の思いや考えを整理す

る・深める・まとめるための「書く」活動の重視。 

振り返りの充実 

〇児童生徒に書かせたい振り返りの明確化。 

〇振り返りの交流を通して、さらに深い学びへ。 

〇単元を通した振り返りシートにより、学びの深まりや自己の

変容を自覚できるよう工夫。 

キーワード３ 「言語活動の質を高める」 

「わかっていることも、
わからないふりをして
質問してみよう！」 「友達のまとめたノ

ートを見て、考え方
を説明してみよう」 

思考カードの活用 

自分自身と、教材と向き合う 
「静の時間」の重視 

学びの変容を自覚できる 
ワークシートの工夫 

「こんなふうに、話し合ってみよう！」 
教師からの投げかけにより、話合いが活性化。 

傾聴の姿勢の育成に 
小中連携して取り組む。 

ホワイトボードの活用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード４ 「学びをつなぐ」 
 

授業と家庭学習をつなぐ 

〇予習を工夫し授業とつなぐ。 

・授業の導入の短縮、話し合う時間の確保。 

〇授業を家庭学習につなぐ。 

  ・授業で学んだことが生きる家庭学習の工夫。 

ブロックでつなぐ 

〇中学校ブロックでの研究を行う。 

・学校独自の取組でなく、幼・小・中が同じベクトルで研究を進め

ることにより、研究の成果が向上。 

・各園、校の推進委員の連携及び各校での発信。 

  ・互いの授業研究会に参加し、授業づくり･取組方法について協

議を深める。 

幼児教育の成果をつなぐ 

〇幼児教育における「見方・考え方」や環境設定を小・中学校につ

なぐ。 

〇幼児期の終わりまでに育ってほしい「10の姿」を共有。 

非認知能力は認知能力の土台となりますが、意欲や関心をもって粘り強く取り組むと、自然に深く考えたり、

工夫したり想像したりして認知能力が高まります。その結果、達成感や充実感が得られ「次も頑張ろう！」と非認

知能力が強化されると考えられます。こうしたサイクルを意識し、認知能力と非認知能力とを一体的にはぐくむ

教育を展開することが求められています。 

幼児教育における「見方・考え方」は、幼児がそれぞれの発達に即しながら身近な環境に主体的に関わり、心

動かされる体験を重ね、遊びが発展し生活が広がる中で、環境との関り方や意味に気づき、これらを取り込もう

として、諸感覚を働かせながら、試行錯誤したり、思いめぐらしたりすることです。 

非認知能力の育成において、子どもが主役となり、自ら動き出すための環境構成の工夫や、一人一人の興

味・関心を丁寧に見取り、次への意欲につなげる教師の支援の在り方など、幼児教育から学ぶ視点が多くあり

ます。保幼小の連携をさらに充実させていくことが必要です。 

認知能力と非認知能力を一体的にはぐくむ 

八木中学校ブロックにおける、道徳教育の推進 
研究主題「地域とともに歩む道徳教育」 

「繰り返す」 
「心が動く」 


